様式1-1
（記載例）

実施状況調査票
（スポーツ振興基金助成／スポーツ団体選手強化活動助成）

[bookmark: _Hlk139306598]※記載いただいた情報は、事例紹介等に活用させていただく可能性がありますので、
ご了承ください。

	調査日時
	令和〇年〇月〇日（〇）〇時～〇時
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）

	団体名 
	公益財団法人〇〇協会

	活動名
	〇〇国内合宿

	対応者
	○○　××（○○課○○係長／強化担当）
○○　××（○○課○○／事務局）

	調査員
	○○　××（○○課○○係）
○○　××（○○課○○係）
（※この欄はJSC担当者が後日記入します。）



１　具体的な助成活動の実施状況（予定を含む）
（１）開催期間：　令和〇年〇月〇日（〇）～　令和〇年〇月〇日（〇）
　（２）活動日数：　○○日間
　（３）会　　場：　○○市○○体育館（○○県○○市○丁目○番○号）
　　　　　　　　　　　※所在地は正式名所で記載
　（４）参加（予定）人数：　選手２０名、指導者３名、その他関係者２名
（※延べ人数を記載すること）
　
２　助成金申請について
（１）助成金を申請した理由
・競技水準の向上を図るため、強化拠点において計画的かつ継続的に選手強化活動を行うための財源を確保するため。

（２）助成金を受けられなかった場合、どのように活動を実施していたか。
・事業規模（回数や人数、期間等）を縮小して実施している。
・団体または参加者からの財政負担を増やして実施している。

（３）助成金を受ける意義（助成金を受けることで可能になったこと等）
・活動に必要な強化スタッフや支援スタッフ（コーチ、トレーナー、ドクター等）を確保して事業を実施することができた。
・より多くの選手を集めて開催することが可能となった。
・各年代代表がより多くの国際大会経験を積むことができた。

（４）申請時、JSCホームページや募集の手引等の内容について不明瞭な点があったか
・特に不明瞭な点はなかった。

３　事業に関する運営状況等
（１）協賛金・補助金の有無について
　　・協賛金については、〇社から協賛を頂いており、予算額を得ることが出来た。

（２）事業の周知方法について（活動報告等）
・団体HPを利用し、本事業に関する活動報告を掲載した。
・Facebook等のSNSを利用し、本事業に関する情報発信を定期的に行った。

（３）安全対策について（AED設置状況、防災、防犯等の取組み）
・当日は会場に○台AEDを設置するとともに、医療従事者○名（ドクター〇名、
看護師〇名、トレーナー〇名）を常駐させた。
・地震等の災害が発生した場合の避難経路について資料を作成し、当日参加者に
説明した。
　 ・渡航先の現地情報を収集し、事前に注意事項を参加者に配布した。
また、現地の環境や状況にあわせて、選手等のコンディション維持に必要な物品
（救急用医薬品類等）を持参した。
　 ・海外遠征には、チームドクターやトレーナーを帯同させた。

（４）参加者に対する配慮（ハラスメント等への対策、事務局による実施状況の確認方法等）
・外部相談窓口を設置し、参加者に周知している。
・月に数回、定期的に事務局職員や役員が活動場所に赴き、練習環境及び問題点の把握に努めている。
・強化責任者から活動報告書を提出させており、問題が発生した場合は、選手及び指導者等からヒアリングを行い対応している。

（５）その他（助成活動を効率的かつ効果的に実施する上で工夫している点など）
・選手やその所属先に、事業概要及び年間活動計画等を共有し、各活動への理解と協力が得られるよう努めている。

４　助成活動であることの表示状況・周知方法
（１）パンフレット、プログラム等へのシンボルマーク等の掲載
・参加者やスタッフTシャツに、スポーツ振興基金のシンボルマークを掲載した。
・団体ホームページにおいて、JSCホームページ「スポーツ振興助成」へのリンクを
行った。

（２）スポーツ振興基金のフラッグの掲示
・強化拠点にスポーツ振興基金のフラッグを掲示した。

（３）参加者に当該活動が助成を受けて実施されているという認識はあるか
・合宿参加者に基金助成を活用していることを周知した。
・日本代表選手団に基金助成を活用していることを周知した。

５　経理（事務処理）について
（１）助成活動とそれ以外との区分経理はできているか
・本事業専用の銀行口座を開設し、当該口座のみにて経理処理を行っているため、
区分経理はできている。

（２）実際に団体の経理を担当している者（外部に依頼・会計知識のある者が担当・団体事務担当・それ以外）
・日商簿記２級を有する当協会の事務局員が、本大会の経理をあわせて担当している。

（３）経理（事務処理）についての疑問・要望等
・特になし

６　事業に対する自己評価
　（１）これまで事業を実施してきたことによる実績
・合宿に参加した選手が日本代表になっている（〇年参加者から〇名）。
　　・海外遠征に参加した選手が日本代表になっている（〇年参加者から〇名）。

　（２）今後の展望
・定期的に合宿を重ねることで、基礎技術の向上や戦術面の理解を深め、年代別や日本代表に入る選手たちの質を上げていきたい。

７　その他
・特になし

